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ニコ１ 設置上の注意

（１） 各 製 品の 周 囲 は下図 の 範 囲 で空脚 を 取 って く だ さい。
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特に 次のよ うな場所 は避 けてください。

○ 可燃性ガス・引火物な どのある所

○ 湿気の多 い所

○ 周囲温度 が３５℃以上になる所や温度差の 激しい所

○ 直射日光のあたる所

○ 塵挨の多い所

（２） 本体の上には物をのせない でく ださい。

（３） ＤＮＦ４４（１００Ｖ 仕様）は電源 ブラ グを本器 の必要電 源容量にあう接地付きコ ンセ ントに接続して く だ

さ い。 接 地 付 コ ンセ ン トの
な い 場 合 は、

接 地 ア ダ プタ を 使 用 し、 接 地 用 リ ー ド線 を 必 ず アー ス し て
く

だ さ い。

ＤＮＦ６４／８４／９４には電源 プラ グを付属 しておりま せん。 容量に合っ た プラ グを選定 し接続 して く

だ さ い。

電 源 コ ー ドの 芯 線 色・ 白 ・ 黒 ・緑 の内、
緑 は ア ー ス 線 で 九

（４） ダンパの開度で排 気量 を調節 レて下さい。 本器を乾
燥器 として 使用す る時は開け、 恒温器と して 使

用 する時は閉 じてくださ い。

（５） 高 温でのご使用 の際には、 扉や排気口付近の温度 も高く
なりま すので十分に ご注意下 さい。

（６） ア ース線は、 貴 杜の接地線ま たは接地端子部に接続
してく ださい。

貴 社に接地線がない場合は、 最寄りの電気 工事店に柵談 の
上、 電 気設 備技術基準第１８条 （第３種接

地工 事１００Ω以下） に基 づき接地 して ください。

（注） 機器が接地 されていませ んと、 漏電 して も漏
電 ブレーカ が働きませ んので、 必ず 接地してく だ

さ い 。
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ニコ・匡二茎二二二二二二二二二二二二二

（

型 式 Ｄ Ｎ Ｆ４４ Ｄ Ｎ Ｆ６４ Ｄ Ｎ Ｆ８４ Ｄ Ｎ Ｆ９４

方 式 強制送風循環

使 用 温 度 範 囲 ４０～ ２６ ポＣ

性

能

温 度 調 節 精 度 ±０．５℃ （ａｔ２０ぴＣ）

温 度 分 布 精 度 ±２．５℃ （ａｔ２００℃）

最 高 温 度 到 達 時 間 約９０分 約 ７
，
５分 約９０分

内 装 ス テ ン レ ス 鋼 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４

温 度 調 節 器 マイク ロコン ピュータによるＰＩＤ制御 （タイ マ：１分～９９時闇５９分デ ジタ ル設定 指示）

セ ン サ Ｋ熱電対 （ダブルセンサ）

温 度 設 定 方 式 デジタル設定

温 度 表 示 方 式 デジタル表示

ス テ ン レ ス パ イ プ ヒ ー タ

構

成

ヒ ー タ
１
．
２５ Ｋ Ｗ １

－
５Ｋ Ｗ

≡
１
．３５
Ｋ Ｗ × ２ １

．６５
Ｋ Ｗ × ２

送 風 フ ァ ン シ ロ ツ コ フ ァ ン

モ ー タ コ ン デ ン サ 型 モ ー タ１０ Ｗ コ ン デ ン サ 型 モ ー タ３０Ｗ コ ン デ ン サ 型 そ 一 タユ０Ｗ ｘ２

風 速 可 変 装 置 デジタル設 定 （ｉ０段 階）

ダ ン パ 前面手動操作、 排気口 φ５０㎜

安 全 装 置
自 己 診 断 機 能 （設 定 値 異 常、 セ ン サ 断 線 、 ト ラ イ ア ッ ク 短 絡 、 ヒ ー タ 断 線 、 フ ァ ン 異

常、 自 動 過 熱 防 止）、 独 立 過 昇 防 止 器 、 漏 電 ブ レ ー カ

断 熱 材 グ ラ ス ウ ー ル
グ フ ス ウ ー ル 十

セ ラ ； ツ ク フ ァ ィ パ ー

内 寸 法 （ ㎜ ）

（ 幅 × 奥 行 × 高 さ ）
４５０×４５０×４５０ ６００×５００×５００ ６００×４９０×１０００ １０７０×４９０×１０００

外 形 寸 法（㎜）

（幅 × 奥 行 × 高 さ）
５６０ｘ６０王×８２０ ７１０×６５１×８７０ ７１０×６５１×旦６７４ １１８０×６５１×ユ６８３

内 容 積 （ ｚ ） ９ １ １ ５ ０ ． ２ ９ ４ ５ ２ ４

規

格

棚 板 耐 荷 重 約１５㎏／枚

棚 受 段 数 １１段 ！３段 ≡ ２９段

棚 受 ピ ッ チ ３ ０皿ｍ

電 源 （５０／６０Ｈｚ）
ＡＣ１００Ｖ １３．５Ａ

ＡＣ２００Ｖ 単 相 ７ Ａ

ＡＣ１００Ｖ １６Ａ

ＡＣ２００Ｖ 単 相 ８ Ａ
ＡＣ２００Ｖ １５Ａ ＡＣ２００Ｖ 単 椙１８Ａ

童 さ 約５ ２㎏ 約６７ｋｇ 約 １１２㎏ 約王９ ２㎏

ス テ ソ レ ス パ ン チ ン グ メ タ ル

棚 板
２ 枚 ３枚 ５枚 １０枚付

属

晶
棚 受 ４本 ６本 １０本 ２０本

一

注） 温度調節精 度は無負荷・ 無試料時の値 です。

温 度分布精 度は風速可変装置 の設定 が最大、 無 負荷、 無試料、 ダンパを閉 じた時の値 です。

最 高温度到 達時間は周囲温度２０℃、 無負荷、 無 試料、 ダン
パを閉 じた時の値です。

外形 寸法は突起部を含ま ず。
工
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ニコ・
外 観 図

ＤＮＦ４４／６４
排気口

回 ｝ ■●１●

ダンパ Ｊ

独立過昇防止器

風速可変装置

ＤＮＦ６４

轟囲目

温度調節器

！

◎

∵
漏電プレ．カ

〈 電 源 コ ー ド

源 プラ グ （ＤＮＦ４４ １００Ｖ 仕様）

風速可変装置
ｒ 温度調節器

！

独立過昇防止器

＿ ４ 一

ブ ” ’ Ｉ 一
／ ｒ 温 度 調 即

繋 目
瞬㎜ｌｏ

｝ｌｌ．１・１

㎝一■’ ＤＮＦ 閑

ダ ン パ

／ ∵ 漏 電 ブ レー カ

電 源コ ー ド

一排気 口

川舳

ｌｌｌ１一榊

□

日



ＤＮＦ９４

棚板

独立過昇防止器

ダンパ

風遠可変装置

温度調節器

勿 ㌔“
’
ミ 伽

葦
．；｝

＝フ
ｏ

皿〃ブロ

日
自
／’

’ 、 ｌ１

亀
亀

４葵茅
排気口

グヲ

醐１二１１４

杉／

漏 電 ブ レ ー カ

電 源 コ ー ド

｛ 一 ５ 一



ニコ・ 塵 二二二二二二二二二二

① ～∠二７∠フ ８ 回［…コ
口ＰＲＯＧ １５

ＨＥ＾Ｔ ○
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⑳Ｄ

８ ９ ユ０ １１ １２ ⑬ ユ

① 温 度 表 示 器 ・・ … 設 定 温 度、 器 内 温 度、 プ ロ グ ラ
ムＮα、

繰 り 返 し 回 数 を 表 示。

② ヒ ータラ ンプ … …・

③ 温 度 設 定 キ ー ・・ … ・・

④ 温度測定キー … …

⑤ ス テ ッ
プ １ ラ ン プ ・・

⑥ ス テ ッ プ ２ ラ ン プ ・・

⑦ 時 間 表示器 … …・・

⑧ 時 間 設定キ ー … ・

⑨ 計時キー … … ＿

⑩ オ ー トスタ ー トキー

⑪ 連 続運転キ ー … ・・

⑫ オ ー ト ス ト ッ プ キ ー

⑮ 数字キー … … ＿。

⑭ 入 カ キ ー … ・一

⑮ ブ ロ グラム キ ー …・

⑮ ス テ ッ プ キ ー ・ … ・・

⑰ ブザーキ ー … …・

⑱ リピートキー … …

⑮ ラ ン ・ ス ト ッ プ キ ー

⑳ 電 源 キ ー … ・・

・ヒ ー タ に 通 電 さ れ て い る 時 に 点 灯。

・・温度 表示器に設 定温度を 表示 させる キー。

・温度 表示器 に器 内温度 を表 示させる キー。

… プ ロ グ ラ ム １， ２， ３， ４ が ス ッ テ ッ
プ １ で 動 作 し て い る 時 に 点 灯。

… ブ ロ グ ラ ム １， ２， ３ が ス テ ッ
プ ２ で 動 作 し て い る 時 に 点 灯。

… 設定時問及び計時中の残時間を表示。

・・時 間表示 器に設 定時間を 表示さ せる キー。

・ ・タ イ マ 動 作 時 の 残 時 間 を 表 示 さ せ る キ ー。

… ブロ グラムＯの とき、 設 定時間 後、 自
動的 に設定 温度ま で上昇 さ せるとき に使用 する キー。

… タイ マ を使用 しないとき に使用 する キー。

… ブロ グラム０の とき、 設 定温度 に器 内温度 がなっ
たとき 白動的 に タイ マが動 作 し、 設 定時問

後に運 転を停止 させるキ ー。

・・必要 な温度及 び時間と プロ グラムＮα、 繰り
返 し 回数を設 定 するキ ー。

・設 定 し た 温 度 及 び 時 間 と プ ロ グ ラ ム Ｎ皿を マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に 憶 え 込 ま せ る た め の キ ー。

・ ・温 度 表 示 器 に プ ロ グ ラ ムＮαを 表 示 さ せ る キ ー。

… ス テ ッ ブ の 選 定 キ ー。

… ステッ プ終了 後及 びプロ グラム終了 後、 ブザー を鳴 らす ためのキ ー。

… ブロ グラ ム１， ２， ３にお いて繰 り返 し逗転の 回数 を設定 すると きに 使用す るキ ー。

… プロ グラ ムの開始 又は一時 停止さ せ ると きに使 用 するキ ー。

・本器 を運転 状態と するキー。
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ニコ・Ｅ 憂 ミ＝二二二二二二二二二
戸 ｒｏｏ 連続 運 転

時 間

戸 ｒｏ ２

割
ス テッ プ１ ス テ ヅ プ ２

贈
設定時間 設 定時間

ス テ ッ プ ２

設 定 温 度
■一 一’’’’’ ’・．’ 一 一

、

、

ス テ ッ プ １
、
、

設 定 温 度
一Ｉ■． 、、 一 一 一一
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戸 ｒ０ ０ オ ー ト ス タ ー ト

戸 、

設定温度

戸ωヨ

到 鰯 ステップ２＿ ステ
設定時間一２４時間一設定

ス テ
ッ
プ １

一 ・ １ ｌ 一 ．

設定温度 ｛
’

／

’

’

’

ス テッ プ１ ス テ ッ プ２
時 間

２４時 間

ス テッ ブ１

設 定 時 間
＝ ２４時 間 一

設 定 時 間

時 間

戸 ｒｏ ｏ オ ー ト ス ト ッ ブ

㌧）

戸ｒｏ≒’ 定率 温 度 上 昇（ 下降 ）

醤
鯉

ス テ ッ プ １

設 定温度

戸・ｏ ｌ

時 間

魁
鯉

ステップ１
設定温度
ステップ２
設定温度

ステップ１ ステップ１
設定時間 設定時間

［
㌶

［

…
「ｌ ｒ ＼

一一 一一一一一一 一一 、“

ステ ッ ブ １ ステ ッ プ ２ ス テ ッ プ１ 時 間

＼

＼

ス テ ッ プ１

設定時間

時間

Ｐｒｏ４ ＲＵＮ ／ＳＴＯＰ キ ー ＯＮ

この時点の測定値から定率温度上昇 （降下） を開始します。

＿ ７ ＿
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ニコ・ 亘 二二二二二二二二二二二
（１） 温度調節器の左側にあります独立過昇防止器の設定温 度を室温 より 充分高く、 設定 してく ださ い。

詳しい使い方については 「８．独立過 昇防止器 の使用 方法」 を参照 してくだ さい。

（２） 機器背面の漏電 ブレーカ を ＯＮ にしてください。

（・） 厘 画 キーを・・にして下さい。

（４） プロ グラ ム、 温 度、 時 間、
繰 り 返 し回 数 を 設 定 してく ださ い。

設定方法等については 「７．温度調節器操 作法」 を参照してくださ い。

（・） 本器の使用 後は・ 安全のため 西 キ ーだ けで な／・ 機器背面の漏電 ブレーカも切一て／ださ へ

（６） 本器になんらかの故障があった場合には、 エラー検出 回路が働き安 全 側への必要 な処置を 自動 的に

講 じま す。 た だ し εｒｒｏ は 設 定 値 不 適 で す の で 再 設 定 す る こ と に よ り 解 除 で きま す。 そ の 他 は エ

ラ ー番号を確認 の上、 電源キ ー及 び漏電 ブ レーカ を切 り、 本器の販売 店 か最寄りのヤマ ト科学㈱ まで

ご 連 絡 く だ さ い。

症 状 原 因 処 理

プ レ ー カ が 入 ら な い 。 ブ レ ー カ 不 良 。 交 換

ＰＯ ＷＥＲ キ ー を ＯＮ に し て も 全 。 ブ レ ー カ 不 良 。 交 換

然動か ない 。温度調節器不良 。交 換

。 電 源 不 良 。 修 理

ＰＯ ＷＥＲ キ ー は 入 る が フ ァ ン ・ 。 ド ア が 閉 ま っ て い な い 。 確 実 に 閉 め る

ヒ ー タ 共 動 か な い 。 ド ア ス イ ッ チ の 不 良 。 交 換

。温度調節器不良 。交 換

温 度 上 昇 し な い 。 ヒ ー タ 断 線 。 交 換

。温度調節器不良 。交 換

温度上 昇に時闇がかかりす ぎる 。温度センサ不良 。交 換

。温度調節器不良 。交 換

設定温 度に達 してもヒ ータ が切 。トライ アック不良 。交 換

れな い 。温度調節器不良 。交 換

温度表 示が不安 定 。温度センサ不良 。交 換

。周囲温度の変化が激しい 。設置場所の変更

。試料の影響 。試料の量を少なく する

。温度調節器不良 。交 換

独立過 昇防止器のラ ンプ が点灯 。独立過昇防止器の設定温度が低い 。設定温度を高くする※

してい る 。試料の影響 。試料の量を少なく する※

。温度調節器不良 。交 換

。独立過昇防止器不 良 。交 換

※ 詳 しい処理方 法にっ いては 「８． 独立過昇 防止器の使用方法」 を参照 してく ださい。
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ｃ

ｃ

温度 表示器エラ ー表 示

表 示 原 因 講じられる処理内容 処 置

１） 設定 温度範囲業１を越 えて 設 前の設定値で温度制 御を続け １） 設定値修正
⊂
」 ’・ ｒ ｏ

定 し た 時 ま す

１） セ ンサ不良 プ ザー警報 １） 交 換
⊂ ’
」 ｒ ｒ’

２） 温度調 節器不良 ヒータ、 モータ回路 の遮断 ２） 交 換

ε け ～
１） トライアック短絡 ブザー警報 １） 交 換

２） 温度調 節器不良 ヒータ、 モータ回路 の遮断 ２） 修 理

１） ヒータ断線

／ ブザー警報

１） 交 換

２） ヒータ 線の断線 ２） 修 理

ε ｒ ｒヨ ３） 温度調節器不良 ３） 交 換

４） 独立 過 昇 防止器 の ラ ンプ ヒータ回路の遮 断 ４） 独立 過昇 防 止器 の設定 値資２

点灯 修正及び漏電 ブレーカ 操 作

１） モー タ不良 ブザー警報 １） 交 換

ε ｒ ｛
’
２） 風速 可変装置不良 ヒータ、 モータ回路の遮断 ２） 交 換

３） 温度調節器不良 ３） 交 換

※１ 温度調節器の設 定温度範囲

使用温度範囲

※２ 独立過昇防止器 の設定温度範囲

時間表示器エラー表示

０～２７０ ℃

０～２６ぴＣ

Ｏ～３９ぴＣ

パ
’
’ Ｉ’
＝ 〉

く
㌧． 一」

表 示

ε 戸 ｒ ｏ

原 因

分の単 位に６０以上を設定

した時

講 じられる処理内容

前の設 定値で動作 します

処 置

設定値修正

※上 記の安全機構 の他に、 温度調節 器内部には、 器内温度が設 定温度に対 して下 表の値となった時、 白

動 的にヒータに 供給する回路を 遮断するリ レー が働き週熱 を防止 します。

動作温度 （遮断温度） 設定温度十約１３℃以上

（設 定温度 十約１３℃ 未満 に器内 温度が低下 してきた 時には、 回路は 自動 復帰 します。）

一９ 一
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ニコ・ 塵 二二二二二二二二二二
（１） プ Ｄ グラ ム の 選 択

本 器 の 温度 調 節 器 の プロ グ ラ ム ソ フ トに は 異 な る パ タ ー ン の ブロ グラ ム が 内 蔵 さ れ て い ま す の で、

以 下の方法で必要な プロ グラムを選択 してください。

（例）戸 ｒｏ０ から 戸 ｍ ／ に変更する場 合

操作キー 表示 及び点灯箇所

（イ） ［ 垂 コ 温度、時間表示器点灯。

（口） ［ 憂 コ 匡 田 を約１・秒閻点灯し、その後測定温度を表示します。

従って 圧 田 を表示中にキーの操作 雛 めて／ださい。

ω □ 圧 ヨ ブログラムの数字のみ点滅

（二） ［ 憂 コ 匡 一 約１・秒間点灯！・その後測定温度を表示！ま九 画 を

押 す前 に 測 定 温度 が 表 示 さ れ た 時 は、 （口） に も どっ て 操 作 を 行っ て く ださ い。

（２） 戸ｒｏ ０ の 温 度、 時 間 の 入カ

戸ｒ００ は 連 続 運 転、 オ ー ト ス ター ト 及 び オ ー トス トッ プ の 時 に 使用 す る プロ グラ ム で す。

① 器内温度の設定 （例２０ぴＣ）

操作キー 表 示及び点灯箇所

（イ） ［１憂 コ 温度、時聞表示器点灯。

（口） 匡 コ 温度設定キーのランプ点灯。

い） 回

（二） 回
コ

〕 数字点減。
（ホ） 匝 互
（一） ［ 憂 コ 数字点灯、ヒータランブ点灯。

（１） 睡 キーラ ンブ点灯、 器内温度表示。

・ 戸 印 ・ 以外では入力できません ｛ 憂 ］ キーを押して ・ ｍ ・ を選択してから入力を

行 な っ て く ださ い。

「（ヱ） プログラ ムの選択」 をごらん くださ い。

一 １０ 一



② タイ マの設定

〔１〕 オートスタ ート （例 ３：００）

ｃ

操作 キー

（イ）

（口）

（ハ）

（二）

（ホ）

（へ）

（卜）

回
回
回画匿

表示及ぴ点灯箇所

時 間 設 定 キ ー の ラ ン プ点 灯。

（前に設定した時間を表示）

妻／一
［ 垂 数字飢
キ ー ラ ン プ 点 滅。

タイ マ動 作 開 始、
タイ マ コ ロ ン点 滅。

時 間表示器に残時間 が表示さ れる。

匝 互 互 で昇温開始 （点滅していたランブ及びコロン１ま点灯状態とな

り、
同 時 に ブ ザ ー が５秒 間 鳴 る。）

〔２〕 オ ー ト ス ト ッ ブ （例 ３：００）

〔１〕 の （イ） ～ （ホ） と同様 に して時間を設定 してくださ い。

操作キー

ｃ

（一） ［ 璽コ

（１） 歴

表示及び点灯箇所

キ ー ラ ン プ 点 減。

器 内温度が設定温度に達するとタイマ が動作開始、 タイ マコロン点滅。

時 間表示器に残時間 が表示され る。

匝 画 で ヒータ、ファ ン共にオフ。 （点滅 して いたラ ン
プ及 びコロ ン

は点灯状態となり、 同時にブザーが５秒間鳴る。）

〔３〕 連続運転

タイ マを特に設 定しなけれぱ連続運転とな ります。

オ ー１スター １及びオ ー１ス ｌｌ プから連 続運転１１替え るには 匝 コ キー を押 して／だ

さ い。

＿ ｌｌ 一



（３） Ｐ ｍ ’ 又は 戸ｒｏ２ の 温度、 時間の 入力

（例） ブロ グラ ム 戸ｒｏ∫

ス テ ッ ブ１ 温 度 １５０℃ 時 間 １：３０

ス テ ッ ブ２ 温 度 ２００℃ 時 間 ２：００

繰り返 し回数 ５回

操作キ ー

（イ）

（口）

（ハ）

（二）

（ホ）

（へ）

（ト）

（チ）

（リ）

（ヌ）

（ル）

（ヲ）

（ワ）

（カ）

（ヨ）

（タ）

亙亙
□瓦亙
團
［コ
回
回亙
團
日口
回
回コ困
函
回回五

表示及ぴ点灯箇所

（レ）

（ソ）

（ツ）

（ネ）

温度、 時間 表示器 点灯。

キーランブ点灯 圧 国 （・：・一・）

圧 ヨ プログラムの数字のみ点滅。

匡 〕 約１・秒間点灯した氏 温度表示にもど孔

ス テ ッ プ１の ラ ン ブ点 灯。

温 度 設 定 キ ー の ラ ン プ点 灯。

司一
［ 工亘互 数字点灯。
時 間 セ ッ トキ ー の ラ ン プ点 灯。

…昇 織
〔互垂」

［ 互 垂 数字点肌
ス テ ッ ブ２ の ラ ン プ点 灯。

ス テ ッ ブ２ も （へ） に も どり、
同 様 に 温 度、 時 間

を 入 力 す る。

キーランプが点灯し、 温度表示が
［ 巨 に替わる。 （・：・１一・・）

［ 亟 数字点鼠

［ 亟 １・秒後に温度表示に替 帆

キ ー ラ ン プ が 点 灯 し、 フ ァ ン が 回 転 し て
ブ ロ グラ ム ス タ ー ト。

グ
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（４） 戸ｒｏヨ の 温度、
時 間 の 設 定

（例） ステッ プ１ 温度 １５０℃ 時間１５：００ 繰り 返し回数３回

（３） で行なう操作と同様に

（イ） ～ （二） 戸ｒｏヨ

（ホ） ～ （ヌ） 温度１５０℃

（ル） ～ （ヨ） 時間 １５：００

（レ） ～ （ツ） ３回

を 入 力 し、
（ネ） で ス タ ー ト しま す。

○ ステッ プ１を 終了すると時 間表示器は、２４一設定時間 （上記の例 では９：ＯＯ） を 表示します。

（５） Ｐｒｏ ｝ の 温 度、 時 間 の 設 定

（例） 現在温度 から、 温度２６０℃まで、 時間２：００で定率上昇させる。

ｏ

３

操作キー

（イ）

（口）

（ハ）

（二）

（ホ）

（へ）

（ト）

（チ）

（リ）

函区
回亙睡
團
回
回
回

（ヌ） ［ 憂 コ

（ル）

（ヲ）

（ワ）

（カ）

團
回
回
回

（ヨ） ［ 垂 コ

（タ） 理

表示及び点灯箇所

昇十一一一
ス テ ッ ブ１ の ラ ン プ 点 灯。

温 度 設 定 キ ー の ラ ン プ点 灯。

｛亙
数字点滅。

数字 点 灯。

時間設定 キーのランプ点灯。

高亙
数 字 点 滅。

数字点灯。

キ ー ラ ン プ が点 灯 し、 フ ァ ンが 回 転 し て ブロ グ ラ ム ス タ ー ト。
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１４ 一

注意 （１） 戸・ｏｌ～ 戸。ｏヨ に於 てステッ プ１を実施中 の時は、 時間表示 器に① のラン ブが点灯 し

ま す。 タ イ ム ア ッ
プし て ス テ ッ プ２に な る と ② の ラ ン プ に替 わ り、

切 り 替 わ る 時 に ブザ ー が５

秒 間鳴りま す。

終了 時には、 時間表示器の①② のラ ン
プが同時に点灯 し、 ブザーが５秒間鳴ります。

（・） ブザーのオン、 オフは 匡 憂 キーを押すことにより選択出来ま 九

（ブザ ー を オ フ に し た い 時 の み、 ブロ グラ ム 運 転 の 都 度、 指 定 が 必 要 で す。）

（・） 灘 中に Ｅ 憂 コ キーを押すことにより繰り返し回数が表示されま 九 また・ 繰り返

し回数を 各プロ グラム毎に記 憶していますの で、 ブロ グラム運 転を 行なう都度、 繰り返 し回

数の確認を 行なってくださ い。

表 示 実回数

ｒ 戸 ｏｌ １

ｒ Ｐ ０２ ２

ｒρ ９８ ９８

ｒ戸９９ 無限回のくり返 し

（・） ブログラ ム内容のうち・ 温度・ 時間の確認をする時 には・ 匪 王 キー を押 した１気 各

圏 キーを押すことにより確認出来 紙

（５） プロ グラム実行中に他の ブロ グラム内容を確認する ことは出来ま せんので、 一旦

庫 壁 壷 キーを押して停止させた 臥 プログラム番号を１１定して内容の確認を行なっ

て 下 さ い。

（６） Ｐ．ｏ’ ～ 戸ｒｏヨ に 於 い て、
プロ グラ ム 終了 後、 フ ァ ンの 回 転 を 継 続 さ せ た い 時 は プ ロ

グラム連転の都 鼠 プログラムの開始から終了までの間に ［ 匿 キーを押して／ださい。

また・ 解除させたい時には ［ 憂 コ キーを押すことにょり解除出来ま 九

（・） プロ グラム運転 中に 膣 壷 キー を押すとヒータ・ フ１ ン共 にオ フにな１ま 九 再度

匝 肇 壷 キーを押す とヒー１、 フ１ ン共 にオ ンにな１ま すが、 １イ マは ブログラムの

実 行途中 から再開しま す。

（・） 連転中に誤って ［ 亟 １コ を押してしま一た時は次の操作にょり運転を 繍テ出来ます。

① Ｐ〔コｏ のとき

操 作キー 表示及 び点灯箇所

［三憂１コ 温度設定値

直ちに運転再開

但 し、 オ ー ト スタ ー ト、
オー ト ス ト ッ プで 運転 中 の 時、 タ イ マ は 設 定 値 か ら

カ ウ ン ト を始 め ま す
。

ｏ



② 戸 閑 ’～｝の時

操作キー 表示及び点灯箇所

亙 匝王コ （・：１一・）飢

匿 キーラ ンプが点灯し、 フ ァンが回転 してプロ グラム連転 を始 めか らやり直 し

ま す。

／ 、

、 ・

（９） 停電による停止 （ 戸 ｍ ∫ ～ Ｐ 閉 ｝）

停電が起きた後、 通 電 した場合に は プロ グラムの実行途中から再開 します。

（１０） 扉の開 閉による停止 （Ｐｒｏｏ ～ Ｐ 閉 ｝）

扉 を 開 け ま す と、
ヒ ー タ
、 フ ァ ン

共 に 一 時 停止 し ま す
。

（１１） タイマ の動作中、 扉の開閉により 器内温度が低下 して もタイ マのカウ ントダウ ンは続行 しま

す。

）
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ニコ・ 憂 憂二二二二二
（１） 各 部の名称

％

ｌＯＯ Ｏ

石 ○

③

５０θ

蟹 ○

② Ｏ●

㈱ ＥＡＴ Ｆ州
舳 ＥＣＴ．Ｒ ㎜ 的Ｌ

④

２ ７ ０ ９

①

③

①独立過昇 防止器・設 定器

・・過 昇 検 知 温 度 を 設 定 す る 設 定 器

（設定 温度範囲Ｏ～３９９℃）

② ラ ン プ … ・過 昇 状 態 に な っ た こと を知 ら せ る た めの ラ ン ブ

③ ダンパ （ノ ブ） …・排気口の開度 を調節 するノ ブ （１００％…全開、

０％… 全閉）

④風速可変装 置・設定器 、

・器 内 送 風 フ ァ ン用 モ ー タ の 回 転 数 制 御 の設 定 器

設 定０… 約７６０／７５０ｒｐｍ
（５０／６０Ｈｚ）

９… 約１３５０／１５５０ｒｐｍ

（２） 独立過 昇防止 器の伎用方法

①設定方法

（イ） 室 温より充分高く設定 してください。

（口） 本 体背面の漏電 ブレーカ を入れて ください。

（一）温度調節器の ［三 亙 キーを押し、運転状態にし 蝋 温度調節器の設定温度より 幽 昼

止 口の… 定 温 が 十１０℃以上 高く なっている を必ず確認 正 してく ださ い。

② 独立過昇防止 器のランプが点灯した場 合の処理

②一１ 誤って 温度調節器の 設定温度 より 独立過昇防止器 の設定温度 が低い事に気が付かず、 運転 さ

せラ ンプが点 灯した場 合。

（イ） 独立過昇 防止器 の設定温度を ① （ハ） に従い修正 してく ださい。

（口） 本体背面の漏電 ブ レーカを切 ってく ださ い。

（ハ） ２～３ 秒 待っ た 後、 漏 電 ブ レー カ を 入 れ て く だ さ い。

（二） ラ ンプが消灯 したことを確認 して ください。

②一２ 発熱性のある試料に より、 器内温 度が上昇し、 ラ ン
ブが点灯し た場 合。

（イ） 本体の排気口を開けて＜ ださ い。

（口） 独立週昇防止器の設定温度を ① （ハ） に従い確認 して ください。

独立過昇防止器は器内温度を検出 して動 作しま すので、発熱性のあ る試料により、 温度調 節器

１６ ＿

の設定温度より高／な一ていま 九 圏 キーを押し・器内 （１則定）温度を確認して、その
温度



より 十１０℃以上高く、 独 立過昇防
止器 の設 定温度を 修正 してくださ い。

（ハ） 本 体背面の漏電 ブレーカ を切 ってく ださ い。

（二） ２～３秒待った後、 漏 電 ブレーカを入 れてください。

（ホ） 再度温度制 御しても、 温度 調節器の設定温 度より器内温 度が上昇する 場合には、 試 料の量を少

なく し て、 使 用
して く だ さ い。

③使用上の注意

○ 設 定器 の１００の桁 はス トッ プ機構 により、０～３までの数値しか入力できない様になって います。

無 理に設定を０～３以外の 数値に変更 しま すと、 破損す る恐れがあり ますので ご注意 く ださ い。

○ 設 定器や、 そ の付近を掃除する 時は、 設定器 にふれて 温度 が変わること もありま すので、 掃 除後

に温度 を確認 してく ださい。

！ 、
、

． ＿

）

（３） ダン パの使用方 法

① ダ ンパ の ノ プを 上 下 に 移 動 さ せ て、 換 気量 を 調 節 して く
だ さ い。

○ ダンパ は換気 や温度降下を早める 目的以外に使用される場合は、 閉めて いただく と、 温度上昇時

閻の短縮や消 費電 力の軽減に有効 です。

②使用上の注意

○ 高温時 に、 ダン
パを 開けま すと、 本 体背 面の排気口より高温の排熱が出ますので、「１．設 置上の

注意」 を参照 していただき、 本体 背面より壁までのスペースを充分にとって ください。

○ 排気口及 び、 そ の付近の温度 も高 くなりますので、 やけ どに ご注意ください。

○ ダンパ を開けす ぎま すと換気量の 増加により、 設定温度に違しない場合があります。

○ ダンパ全開 にて、 ２６ぴＣに達する条 件

風遠可 変装置：９以下 （電源周 波数５０Ｈｚ）

室温 ：２３℃ 以上

そ の他、 設 置場所や 電源電 圧低下の影 響な どもあり、 余裕を もっ て ダンパ開度を設 定してく だ

さ い 。

（４） 風 逮可変装置 の使用方法

○ 設定 器はｏ～９までの設定 が可能です。

設定 の変更により器 内空気循環量及 びダンパ開放時の換気量も変化 します。

○ 軽 い試料を熱処理す る場合には、 設定器の数 値を小さく して、 試料の飛散を防止 してく ださい。

○ 風の 影響を受けない 試料については、 設定器の数値を９に して、 ご使用下さい。 器内空 気循環量

も最 大になりますの で、 均一な温度分布 が得られます。

４
１７ ＿
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（１） 初 めて運転する時 には断熱材内にあ る有機分 が燃 えて煙を出す事 があります が、 本器の故障 で は

あり ま せ ん。

（２） 本器 は４０～２６０℃ の温度範囲で御 使用下さい。 設定 温度を２７１℃ 以上に設定しまずと安 全のた め

エ ラ ー 表 示 の εｒｒＯ が点 灯 しま す。

再 度、 温 度 セ ッ ト キ ー を 押 し て 設 定 を や り 直 し てく
ださ い。

（３） 月 に一回程度、 背面の漏電 ブレーカ のテ ストボタ ンを押して動作確認を して くださ い。

（４） 本器は防爆構造では ありません。 司燃 性の高い液 体や蒸気を合んだ試料 は 使用 しない でく ださい。

（５） 本器は、 表９－１に掲 げる危険物 （爆発性物質、 可燃性物質） さ らに それらを合有 する物質の試 験

に は 絶 対 に使 用 しな い でく ださ い。

（６） 棚板の耐荷重は等 分布荷重で約１５ｋｇですの で試料はできるだけ分散 して設 置して くださ い。 っ

（７） 温度精度を確保する ため、 棚板に は３０％ 以上のスペースを空けて試料 を設 置して く ださ い。

（８） 濡れた 試料を入れる 時は、 水をで きる
だけ切って から入れるよ うにしてくださ い。

（９） 内装 底面 に直接試 料を載せて本 器を使用 しますと、機器の性能 が出な い ばかりか、 器内温度 が異常

に高く なったり、 故障 の原因となりま すので、 底面に は絶対に試料 を載せない でく ださい。 試料は

付 属の棚 板に配置 し、 棚受柱にセッ トさ れた棚受金 具の上に載せ てください。

（１０） 本 体の汚れをふき取る 時はシンナー、アルコ ール類は絶対使用 し
ないでく ださい。 塗料がは がれた

り、 ブ ラ ス チ ッ ク 部 分 が変 色、 変 形 する こと が あ り ま す。 ま た、 お手 入 れ を す る 時 は、 本 体背 面 の 漏

電 ブ レー カ を 切 って か ら 行 な って く だ さ い。

（１１） 独 立 過 昇 防 止 器
、
ダ ンパ、 風

連 可 変 装 置 に つ い て は 「８．独 立 過 昇 防 止 器、
ダ ンパ、 風

速司 変 装 置 の

使用方法」 内の使用 上の注意を参照 してく ださ い。

（１２） アー ス は 必 ず 接 続 し て く だ さ い
。 。レ

（１３） 不 当な機 器の改造による故障にっ いては保証いた しかねます。
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表 ９－１

① ニ トロ グリ コー ル、
ニ ト ロ グリ セ リ ン、

ニ トロ セ ルロ ー ズ、
そ の 他 の 爆 発 性 の硝 酸 エ ス

テ ル 類。
爆

発

性

物

質

爆

発

性

の

物

② トリ ニ トロ ベ ン ゼ ン、 ト リ
ニ ト ロ ト ル エ ン、 ピク リ ン酸、 そ の 他の 爆 発 性 の

ニ ト ロ 化 合

物。

③ 過 酢 酸、 メ チ ル エ
チ ルケ ト ン過 酸 化 物、 過 酸 化

ベ ン ゾイ ル、 そ の 他 の 有 機 過 酸 化 物。

発

火

性

の

物

金 属 「リチ ウ ム」、 金 属 「カ リ ウ ム」、 金 属 「ナ ト リ ウ ム」、 黄 り ん、 硫
化 り ん、 赤 り ん、

セ

ル ロイ ド類、
炭 化カ ル シ ウム （別 名 カ ー バ イ ド）

、 り ん 化石 灰、 マ
グネ シウ ム 粉、 ア

ル ミ ニ ウ

ム 粉、 マ
グネ シ ウ ム 粉 及 び ア ル ミ ニ ウ ム 粉 以 外 の 金 属 粉

、
亜 ニチ オ ン酸 ナ トリ ウ ム （別 名 ハ

イ ドロ サ ルフ ァ イ ト）

① 塩 素 酸 カ リ ウ ム、
塩 素 酸 ナ トリ ウ ム、 塩 素 酸 ア ンそ ニ ウ ム、 そ の他 の 塩 素 酸 塩類。

② 過 塩 素 酸 カ リ ウ ム、 週 塩 素 酸 ナ トリ ウ ム、
遇 塩 素 酸 ア ンモ ニ ウ ム、 そ の 他 の 過 塩 素 酸 塩

類。司

燃

性

物

質

酸

化

性

の

物

③ 過酸化カリ ウム、 過酸化 ナトリウム、 過酸化
バリウム、 そ の他の無 機過酸化物。

④ 硝 酸 カ リ ウ ム、 硝 酸ナ ト リ ウ ム、 硝 酸 ア ンそ ニ ウ ム、
そ の 他 の 硝酸 塩 類。

⑤ 亜塩素酸ナ トリウム、 そ の他の亜塩素酸塩類。

⑥ 次亜塩素酸 カルシウム、 その他の次亜塩素酸塩類。

① エ チ ルエ ー テ ル、
ガソ リ ン、 ア セ ト ア ル デヒ ド、

塩 化 プロ ピ レ ン、
二 硫 化 炭 素、 そ の 他の

引 火 点 が零 下 ３０度 未 満 の物。

引

火

性

の

物

② ノ ルマ ル ヘ キ サ ン、
酸 化 エ チ レ ン

、 ア
セ ト ン、

ベ ンゼ ン、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン、
そ の 他の

引 火点 が零 下 ３０度 以 上 ０度 未 満 の 物。

③ メ タ ノ ー ル、
エ タノ ー ル

、
キ シ レ ン、 酢 酸

ペ ン チ ル （別 名酢 酸 アミル ）
、
そ の 他 の 引 火 点

が零 度 以 上 ３０度 未 満 の物。

④ 灯 油
、
軽 油
、
テ レ ピン 油

、
イ ソ ペ ンチ ルア ルコ ー ル （別名 イ ソ アミ ル ア ルコ ー ル）、

酢 酸
、

そ の 他の 引 火 点 が３０度 以 上 ６５度 未 満 の 物。

司

燃

性

の

ガ

ス

水 素、 ア
セ チ レ ン、 エ チ レ ン、 メ タ ン、 エ タ ン、

プロ パ ン、
ブ タ ン、

そ の 他 の 温度 １５度、

１ 気圧 に お い て 気 体 で あ る 可 燃 性 の 物 を い う。

（労働安全衛生施行令第６条別表第一より）
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ニコ１０匡憂二二二二二二二二二二二
ＤＮＦ４４／６４／８４

※ １
Ｐ

ＡＣ１００Ｖ

５０！６０Ｈｚ
緑

ＥＬ８

Ｌ」 ２

◎ ３

Ｊ２１

ＴｌＣ
＋

ＬＳ

Ｔト１

、
◎ ４

※２

５ Ｊ２３
Ｊ２

１ ２ ３ ４
３

二）

ＦＭ

１ ３

Ｊ４
１

Ｆ
．
Ｃ ＯＮＴ

２ Ｊ３

３ Ｊ５

１

２

３

４

Ｐｌ

μ

１ ５

ＤＳＷ１

記号

ＤＳＷ１

ＤＳＷ２

ＥＬＢ

Ｆ．ＣＯ ＮＴ

ＦＭ

Ｈ

ＬＥＤ

ＬＳ

ＯＨＰ

Ｐ

Ｐ１

ＴＨ

ＴｌＣ

部 晶 名

デ ジ タ ル ス イ ッ チ

デ ジ タ ル ス イ ッ チ

漏 電 ブ レ ー カ

風 速 可 変 装 置

フ ァ ン モ ー タ

ヒ ー タ

フ ン フ

ド ア ス イ ッ チ

独 立 過 昇 防 止 器

ブ ラ グ

フ ォ トイ ン タ ラ プ タ

ダ ブ ル セ ン サ

温 度 調 節 器

※ ３ Ｌ
一一一一

０Ｖ

１００Ｖ

つ ２００Ｖ

Ｅ

ＯＨＰ

Ｊ６

Ｊ２３

十

Ｊ８

Ｊ７

６ 〕…Ｄ

〆

ＤＳＷ２

※１ ＤＮＦ４４ （１００Ｖ 仕様） 以 外の機種に は、 プラ グが付属 しません。

※２ ＤＮＦ８４ は ヒ ー タ が ２本 で す。

※３ ＤＮＦ８４は電源電圧２００Ｖ ですので、 ０－２００Ｖ に接続してあります。

一 ２０ 一



ＤＮＦ９４

（
，

｛
）

ＡＣ２００Ｖ

５０！６０Ｈｚ 緑

記号

ＤＳＷｌ

ＤＳＷ２

ＥＬＢ

Ｆ．Ａ〕旧Ｍ

Ｆ
．
Ｃ ＯＮＴ

Ｆ Ｍ
１，
Ｆ Ｍ．

Ｈ１
．
Ｈ２

ＬＥＤ

ＬＳ１
ｌ
ＬＳ２

０ＨＰ

Ｐ１１
，
Ｐ１２

ＴＨ

Ｔ１Ｃ

１：Ｌｂ

黒
ＬＳ１ ＬＳ２

１ １

１ Ｊ２１

白
２ ３

Ｃ２００Ｖ

〕！６０Ｈｚ 緑
■

◎３ 十 「

ＴｌＣ 一

４ 一
Ｈ２ Ｈ１

１

５ Ｊ２３
Ｊ２

３

１ ３ ２ ４

３ ２ １

ＪＣ
１

２
Ｐ１２

Ｆ．Ａμ ＲＭ
Ｊ８ ～
３

ＪＡ ４

３ ４

１ ３

Ｊ４ １ Ｐ１１

Ｆ
．Ｃ ＯＮＴ

Ｊ３
２ 一
３

ＦＭ２ ＦＭ１

３
Ｊ５ ４

１～ ５

ＤＳＷ１

ＯＶ Ｊ２３

三号 部 品 名 ３

；Ｗ１ デ ジ タ ル ス イ ッ チ
ｏ１００Ｖ

１

；Ｗ２ デ ジ タ ル ス イ ッ チ

ＬＢ 漏 電 ブ レ ー カ
２００Ｖ

十
〇ＨＰ Ｊ８

〕旧Ｍ フ ァ ン ア ラ ー ム 回 路
’

ｌＯＮＴ 風 速 可 変 装 置
Ｅ

１，ＦＭ。 フ
ン モ ・ タ

６

ア
ＬＥＤ

Ｊ７ 一
１
．
Ｈ２ ヒ 一 タ

プ
Ｊ６ １

ＥＤ ラ ン
１ ５

ｌ
ｌ
ＬＳ２ ド ア ス イ ツ チ

ｌＨＰ 独 立 過 昇 防 止 器

１．
Ｐ１２ フ 士 ト イ ン タ ラ プ タ

ＤＳ Ｗ ２

ＥＬ８

フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ

ダ ブ ル セ ン サ

温 度 調 節 器

、
つ

‘

一 ２１ 一



ニコ１１匿≡三二二二二二二二二二二二
（１） 温度上 昇・下降時閻

幽
蝿

（℃）

２６０

２００

１００

５０

排気口閉 ＤＮＦ４４

〃

１

○ 参考 データで 保証値では ありません。

！
／

・
ん
＼
排気。開

、
＼

＼
＼
＼ 、 、

測定条件

・ 室 温 ２３℃ ・ 無 試 料

・ 電 源 １００Ｖ ５０Ｈｚ

・ 固速可変装置設定９

１ ２ ３ （ｈ） Ｏ １ ２ ３ （ｈ）

時間

樹
鯉

（℃）

２６０

２００

ＤＮＦ６４

１００

５０

１
！

！
！
！
！ 、

、

、
＼

＼
＼
、
、
、

２ ３ （ｈ）

９

１ ２ ３ （ｈ） ０ １

時間

蝕
蝿

（℃）

２６０

２００

ＤＮＦ８４

１００

５０

〃

！

１

！
！

〃
１

、

、
、

、
、
、

２ ３ （ｈ）

；）

１ ２ ３ （ｈ） ０ １

時間

趣
蝿

（℃）

２６０

２００

ＤＮＦ９４

１００

５０

１
〃

！

／
！

！
／

＼
＼
＼
＼
、
、 、
、

１ ２ ３ （ｈ） ０ １ ２ ３ （ｈ）

時間

＿ ２２ 一



（２） 換気回数

○ 器内容積 分の空気が１時間 当り、 何回入 れ換 わっ たかを示すデータです。

（器 内容積 は、 ご使用できる容 積の他、 循現 系のダク ト内 容積も合みます。）

，
（

く
、
二

２
＼
回

０
ＬＯ

型 式

ＤＮＦ４４

ＤＮＦ６４

ＤＮＦ８４

ＤＮＦ９４

器内容積 （㎡）

掃
回
瞭
異

０．１１８

０．１９１

０．３５３

０．６３３

ｏ
ｏ

ｓ

測定条件

・ 室 温 ２０ ℃ ・ 無 試 料

・ 電 源 電 圧 １００Ｖ

・ 排 気口の風遠 （多点測定） 値よ り換 算

・ 排 気口 全開

１＝

ＤＮＦ８

１＝

Ｉ

ＤＮＦ４４

ＤＮＦ８４

ＤＮＦ６４

ＤＮＦ９４

Ｏ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ （５０Ｈｚ）

Ｏ １ ２ ３ ４ ５

風遠可変装置 設定

６ ７ ８ ９ （６０Ｈｚ）

一 ２３ 一



測定条件

・ 室 温 ２０℃ ・ 無 試 料

・ 電源電圧１００Ｖ

（３） 器内中央風速

柚
叶ｏ

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ （５０Ｈｚ）

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

風速可変装置設定

８ ９（６０Ｈｚ）

』ｏ

・ 電 源 電 圧 １００Ｖ

ＤＮＦ６４

！
／
！
／
！
！

（
ω

＼

Ｅ

）

寸
．
ｏ

。。
．
◎

Ｎ
．
ｏ

Ｆ
，
ｏ

！

／
／
！
！
！

１
１

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ （５０Ｈｚ）

隅
画

ＤＮＦ４４

１
！
！

排気口開 ！／

㌧／
！
！

１
！
！
！／

＼
排 気口閉

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ （５０Ｈｚ）

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

風速可変装置設定

８ ９（６０トｌｚ）

ＤＮＦ９４■ ■ Ｉ ． ■ Ｉ

！

／
！
！
！
！！

！
１

１
／１／

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ （５０Ｈｚ）５０Ｈｚ）

９（６０Ｈｚ）

（
ω

＼

Ｅ
）

ｏ
．
Ｆ

嶋
．
ｏ

潤
画

０ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

０ ２ ３ ４ ５ ６ ７

風速可変装置設定

（
ω

＼

ε
）

寸
．
ｏ

ｏｏ
．
◎

ＤＮＦ８４

潤
画
Ｎ
．
ｏ

Ｆ
．
ｏ

■ ■ ， 一 １ １

〃
！
１

！
！
１
１
７
７
７
〃

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ （５０Ｈｚ）

（
ω

＼

Ｅ
）

寸
．
◎

ｏｏ
．
ｏ

潤
画

Ｎ
．
ｏ

「
．
ｏ

０ ２

０ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８

３ ４ ５ ６ ７ ８

風速可変装置富曼定

９ （５０Ｈｚ）

９（６０Ｈｚ）

＿ ２４ ＿


